
（４）重度訪問介護の対象拡大について 

 

①  新たに重度訪問介護の対象となる者の範囲について 

（対象者の要件について） 

  重度訪問介護の対象については、現在「重度の肢体不自由者」とされて

いるところであるが、「地域社会における共生の実現に向けて新たな障害保

健福祉施策を講ずるための関係法律の整備に関する法律」において、その

対象が「重度の肢体不自由者その他の障害者であって常時介護を要するも

のとして厚生労働省令で定めるもの」とされ、平成 26 年４月より施行され

る。 

   新たに重度訪問介護の対象として追加となる者については、「障害者の地

域生活の推進に関する検討会（以下「検討会」という。）」における検討結果

を踏まえ、「知的障害又は精神障害により行動上著しい困難を有する障害者

であって常時介護を要するもの」とすることとしている。 

なお、行動障害を有しない者については、今回拡大される重度訪問介護

の対象とはならないが、居宅介護等における取り扱いは従来通りである。ま

た、検討会においては、現時点での課題についての検討状況等も勘案しつつ、

引き続き検討する必要があるとされたところであるのでご留意願いたい。   

 

対象者の具体的な要件については次の通りである。 

○  障害支援区分４以上 

○ 現行の障害福祉サービスにおける障害程度区分の認定調査項目の

うち、行動関連項目等（11 項目）の合計点数が８点以上である者（平

成 26 年度からの障害支援区分への変更に伴い、認定調査項目や選択

肢の変更が行われることを踏まえ、所要の見直しを行う予定） 

 

②  対象拡大後のサービス提供事業者の基準等について 

 （指定基準等について） 

指定基準については、現行のとおりとする。ただし、従事者の要件につ

いては関係告示において厚生労働大臣が定めるものとされているところで

あるが、以下のとおり見直すこととしている。 

報酬についても、原則として現行のとおりとすることとしている。 

「事業の主たる対象とする障害の種類」を定めることができる運営規定

については、肢体不自由者と知的障害者・精神障害者の障害特性が異なる

ことに配慮する必要があることから、「主として肢体不自由者に対応する重

度訪問介護」と、「主として行動障害を有する者に対応する重度訪問介護」

を標榜できることとする。 

従事者の要件については、「主として肢体不自由者に対応する研修」又は

「主として行動障害を有する者に対応する研修」（今後、関係告示の改正に

より新設予定）のどちらかを受講していれば基準を満たすこととなるが、

それぞれの障害特性に応じた研修を受講しておくことが望ましい旨を、別
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途、事務連絡等で周知を図る予定である。なお、都道府県におかれては、

肢体不自由と行動障害を有する者の双方を対象とする事業者もあり得るこ

とに鑑み、必要な場合には双方の研修を受講することができるようご配慮

願いたい。 

 

（重度訪問介護従業者の研修について）    

   主として肢体不自由者に対応する重度訪問介護の研修は従来どおりとす

るが、主として行動障害を有する者に対応する場合は、専門性を確保するた

め、行動障害を有する者の障害特性に関する研修を新たに設定することとし

ている。 

具体的な研修の内容については、強度行動障害支援者養成研修と同等の

内容とすることとしている。このため、強度行動障害支援者養成研修のカ

リキュラムについて、平成 26 年４月の施行に間に合うよう通知する予定で

ある。 

なお、行動援護従業者養成研修についても、強度行動障害支援者養成研

修の内容も活用しつつ見直しを検討することとしているが、具体的な見直

しは平成 27 年度以降となることから、平成 26 年度においては従来のカリ

キュラムにより行動援護従業者養成研修を実施されたい。 

 

（行動援護による支援の範囲の拡大について） 

      行動援護については、現行では主として外出及び外出の前後にサービスを

行うものとされているところであるが、今般の重度訪問介護の対象拡大に伴

い、行動障害を有する者の支援に関わるすべての事業者が支援方針や支援方

法を共有できるよう、行動援護事業者が、居宅内において専門的なアセスメ

ントによる問題行動の分析や環境調整等を行えるようにすることとしてお

り、それに伴い、報酬告示の留意事項通知を今後改正する予定としているの

で、ご了知願いたい。 

 

（行動障害を有する者に対する支援について） 

 行動障害を有する者に対する支援のイメージは、具体的には以下のとお

りとなる。（関連資料１） 

・ 相談支援事業者を中心とした連携体制の下で、 

・ 行動援護事業者等が一定期間、問題行動のアセスメントや居宅内環境

調整等を行いつつ、 

・ 居宅介護や他のサービスによる支援を行いながら、 

・ サービス担当者会議等における連携により支援方法等の共有を進め、 

・ 支援方法等が共有された段階で、サービス等利用計画の変更を行い、

重度訪問介護等の利用を開始する。 

 

    行動障害を有する者に対する支援について留意する事項は以下の通りで

あるので、管内市町村及び関係事業者等に周知願いたい。 
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ア 行動障害を有する者に対する支援の情報の共有について 

行動障害を有する者への支援については、行動障害に専門性を有する

行動援護事業者と他のサービス事業者が役割分担を明確にしつつ、全体

としての連携体制を構築して支援を行う必要がある。 

     支援に当たっては、様々なサービス事業者が関わる中で、相談支援事

業者が招集するサービス担当者会議等において、関係者間で必要な情報

を共有し、一貫性のある支援を行うことが重要である。 

     その中で、行動障害の専門家によるアセスメント情報（問題行動の分

析や環境調整等の情報）を共有することが必要である。なお、相談支援

事業者、行動援護事業者、重度訪問介護事業者等の間におけるこれらの

情報の共有に資するため、検討会において提示されたアセスメントシー

ト例（関連資料２）を参考に標準的なアセスメントについて、現在、「強

度行動障害支援初任者養成研修プログラム及びテキストの開発につい

て」（平成 25 年度障害者総合福祉推進事業 実施団体：独立行政法人国

立重度知的障害者総合施設のぞみの園）において検討中であり、それを

踏まえて別途お示しする予定である。 

 

イ 相談支援事業者が留意する事項について 

サービス等利用計画における支援方針は相談支援事業者が定め、これ

に基づき関係事業者がサービス提供を行っていくこととなるが、その際、

行動援護の利用については、アセスメント等に必要な期間等を見込んだ

サービス等利用計画とし、これを超えて長期に至る場合は、モニタリン

グ時等のサービス担当者会議による現状確認のほか、必要に応じて行動

障害に関する専門知識や経験を有する者から助言を得るなど、適切に次

の段階に移行するよう相談支援事業者が調整を行うこととする。 

上記のとおり、相談支援事業者は、行動援護事業者のアセスメントを

活用してサービス等利用計画を作成することとしているが、その際、行

動援護事業者のアセスメント結果のみに依存してサービス等利用計画

を作成することがないように留意する必要がある。 

また、行動障害を有する者の状態の変化に対応しながら地域で継続的

な支援を行うことができるようにするため、相談支援事業者が行うモニ

タリングについても、行動援護事業者等のアセスメントを活用すること

とする。 

なお、地域において行動援護事業者の確保が困難な場合であって市町

村が認める場合については、発達障害者支援センター・障害福祉サービ

ス事業者・施設等の職員、或いは臨床心理士などの専門家であって、行

動障害に関する専門知識や経験を有する者によるアセスメント等が確

保されていれば、重度訪問介護の利用ができることとする。 
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重
度
訪
問
介
護
の
対
象
拡
大
後
に
お
け
る
行
動
障
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有
す
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者
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援
に
つ
い
て

※
地
域
に
お
い
て
行
動
援
護
事
業
者
の
確
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が
困
難
な
場
合
等
で
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っ
て
市
町
村
が
認
め
る
場
合
に
つ
い
て
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発
達
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害
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支

援
セ
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タ
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害
福
祉
サ
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ス
事
業
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設
等
の
職
員
、
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い
は
臨
床
心
理
士
な
ど
の
専
門
家
で
あ
っ
て
、
行
動
障
害
に
関
す
る

専
門
知
識
や
経
験
を
有
す
る
者
に
よ
る
ア
セ
ス
メ
ン
ト
等
を
行
う
こ
と
も
想
定
。

関
連
資
料
１
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【
ア
セ
ス
メ
ン
ト
＆
外
出
支
援
計
画
シ
ー
ト
】
利
用
者
氏
名
:Ｓ

・
Ｔ
さ
ん
 

今
回
の
目
標
（
ス
テ
ッ
プ
）：

安
全
に
目
的
に
移
動
す
る
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

行
動
援
護
の
技
術
Ⅰ
＆
Ⅱ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
解
答
例
 

 
ア

セ
ス

メ
ン

ト
１

 
ア

セ
ス

メ
ン

ト
２

 
プ

ラ
ン

ニ
ン

グ
（

午
後

の
演

習
に

使
用

し
ま

す
）

 

場
面
・
行
動
 

根
拠
と
な
る
行
動
 

こ
の

行
動

か
ら

 

本
人
の
状
況
 

こ
の

よ
う

な
状

況
と

判
断

 

関
連
す
る
障
害
特
性
 

 
 

 
こ

の
特

性
か

ら
 

本
人
の
頭
の
中
（
セ
リ
フ
）
 

こ
ん

な
こ

と
が

言
い

た
い

の
で

は
？

 
本
人
の
見
せ
る
困
難
さ
 

★
活
用
で
き
る
強
み
 

関
連
す
る
障
害
特
性
に
よ
る
具
体
的
な
支
援
の
計
画
 

①
予

定
を

理
解
す
る
 

・
へ
ル
パ
ー
の
指
示
（
い
き
ま
し
ょ
う
）

に
従
え
な
い
（
次
の
行
動
に
移
せ
な
い
 

・
状
況
を
理
解
で
き
て
い
な
い
 

１
．
相
手
か
ら
の
情
報
・
メ
ッ
…
の
特

性
 

５
．
時
間
整
理
統
合
の
困
難
さ
 

・
何
を
言
っ
て
る
ん
だ
？
 

・
さ
っ
ぱ
り
わ
か
ら
な
い
な
ぁ
 

・
い
つ
も
と
違
う
状
況
が
苦
手
 

・
こ
と
ば
の
理
解
が
苦
手
 

・
絵
や
写
真
の
理
解
が
可

能
 

・
具
体
的
な
も
の
を
見
る

と
行
動
に
起
こ
す
こ
と

が
で
き
る
 

・
外
出
の
日
課
を
写
真
カ
ー
ド
に
し
て
、
ラ
ミ
ネ
ー
ト
を
し

て
お
く
（
１
．
本
人
が
理
解
で
き
る
形
態
は
こ
と
ば
よ
り

絵
や
写
真
な
の
で
／
３
．
紙
だ
け
だ
と
破
い
て
し
ま
う
の

で
）
 

・
次
の
活
動
の
カ
ー
ド
を
一
枚
ず
つ
手
渡
し
て
伝
え
る
。
他

の
カ
ー
ド
は
ヘ
ル
パ
ー
が
持
っ
て
移
動
す
る
。（

１
．
あ
ま

り
た
く
さ
ん
の
情
報
を
い
っ
ぺ
ん
に
伝
え
な
い
た
め
に
）
 

・
反
響
言
語
で
答
え
て
い
る
 

・
ヘ
ル
パ
ー
の
言
葉
が
わ
か
ら
な
い
 

２
．
相
手
に
気
持
ち
を
伝
え
る
特
性
 

・
ポ
テ
ト
？
 

・
激
し
く
揺
れ
て
い
る
 

・
不
安
が
強
い
 

７
．
変
化
の
対
応
の
困
難
さ
 

・
誰
な
ん
だ
こ
の
人
は
？
 

・
カ
バ
ン
を
見
て
す
ぐ
立
ち
上
が
っ
た
 

・
カ
バ
ン
を
見
て
出
か
け
る
と
わ
か
っ
た
 

１
．
相
手
か
ら
の
情
報
・
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
キ
ャ
ッ
チ
す
る
特
性
（
★
視
覚
に
強

い
）
 

・
な
ん
だ
、
そ
う
い
う
こ
と
？
 

・
出
か
け
る
ん
だ
ね
 

②
バ

ー
ガ

ー
シ

ョ
ッ

プ
へ

移
動

す
る
 

 

・
立
ち
止
ま
っ
て
揺
れ
て
い
る
 

 

・
目
的
が
わ
か
ら
な
い
／
忘
れ
た
 

１
．
相
手
か
ら
の
情
報
５
．
時
間
整
理

統
合
の
困
難
９
．
記
憶
の
維
持
の
困
難
 

・
あ
れ
？
何
だ
っ
け
？
 

・
ど
う
す
れ
ば
い
い
ん
だ
っ
け
？
 

・
抽
象
的
な
こ
と
ば
の
理
解
が
苦
手
 

・
記
憶
の
維
持
が
悪
い
 

・
信
号
の
理
解
が
で
き
な
い
 

・
安
全
の
確
認
が
で
き
な
い
 

・
他
人
と
出
掛
け
る
こ
と

は
理
解
で
き
て
い
る
 

・
目
的
の
場
所
が
見
え
、

加
害
で
き
る
と
落
ち
着

き
、
歩
い
て
の
移
動
が

可
能
に
な
る
 

・
パ
ワ
ー
ド
ー
ム
の
写
真
カ
ー
ド
を
持
っ
て
も
ら
っ
て
移
動

す
る
（
９
．
記
憶
の
維
持
を
助
け
る
た
め
に
）
 

・
パ
ワ
ー
ド
ー
ム
に
着
い
た
ら
、
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
シ
ョ
ッ
プ

の
カ
ー
ド
を
渡
し
、
移
動
す
る
。（

５
．
活
動
の
行
程
を
視

覚
的
に
提
示
す
る
。
１
．
５
．
次
の
活
動
を
視
覚
的
に
伝

え
る
た
め
。）

 

・
ヘ
ル
パ
ー
に
「
ゆ
っ
く
り
」
と
言
わ
れ

る
が
す
ぐ
に
走
る
 

・
言
葉
が
伝
わ
っ
て
い
な
い
 

１
．
相
手
か
ら
の
情
報
・
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
キ
ャ
ッ
チ
す
る
特
性
 

・「
ゆ
っ
く
り
」
っ
て
な
ん
だ
？
 

・
止
め
ら
れ
た
け
ど
・
・
・
？
 

・
カ
メ
ラ
マ
ン
の
動
き
に
つ
ら
れ
て
走
る
 

・
目
の
前
の
こ
と
に
影
響
さ
れ
て
い
る
 

４
．
転
導
性
・
衝
動
性
・
強
い
注
目
、
 

・
走
れ
ば
い
い
ん
だ
ね
 

・
安
全
を
確
認
す
る
様
子
も
な
く
走
っ
て

い
る
 

・
目
の
前
の
道
し
か
見
え
て
い
な
い
 

４
．
転
導
性
・
衝
動
性
・
強
い
注
目
、
 

６
．
空
間
整
理
統
合
の
困
難
さ
 

・
道
だ
！
進
も
う
 

③
食

べ
る

も
の

を
購

入
す
る
 

 

・
反
響
言
語
が
多
く
会
話
が
成
立
し
な
い
 

・
選
べ
な
い
／
質
問
が
わ
か
ら
な
い
 

１
．
相
手
か
ら
の
情
報
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
 

２
．
相
手
に
気
持
ち
を
伝
え
る
特
性
 

・
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
ど
っ
ち
が
い
い

で
す
か
っ
て
ど
う
い
う
意
味
？
 

・
選
ぶ
と
い
う
行
為
が
理
解
で
き
な

い
 

・
指
示
が
具
体
的
で
な
い
と
理
解
で

き
な
い
 

・
待
ち
時
間
が
苦
手
 

・
こ
と
ば
だ
け
で
は
繰
り
返
す
だ
け
 

・
紙
を
見
る
と
破
く
こ
と
が
あ
る
 

・
不
安
が
高
く
な
る
と
ひ
ざ
を
つ
い

た
り
、
ゴ
ミ
拾
い
に
熱
中
す
る
 

・
や
れ
る
こ
と
が
具
体
的

に
示
さ
れ
れ
ば
で
き
る

こ
と
も
あ
る
 

・
お
札
は
破
か
な
か
っ
た
 

・
ヘ
ル
パ
ー
か
ら
の
指
示

が
あ
る
ま
で
カ
ウ
ン
タ

ー
の
付
近
で
待
つ
こ
と

が
で
き
る
 

・
食
べ
る
予
定
の
も
の
は
あ
ら
か
じ
め
決
め
て
お
き
、
カ
ウ

ン
タ
ー
で
ヘ
ル
パ
ー
が
伝
え
る
。（

１
．
４
．
本
人
に
合
っ

た
情
報
量
を
、
刺
激
の
少
な
い
場
所
で
選
ん
で
お
く
。
／

今
回
の
ス
テ
ッ
プ
は
安
全
に
移
動
が
目
的
な
の
で
、
で
き

な
い
と
こ
ろ
は
ヘ
ル
パ
ー
が
行
う
。）

 

・
お
金
は
あ
ら
か
じ
め
ヘ
ル
パ
ー
が
出
し
て
お
き
（
今
回
の

ス
テ
ッ
プ
）、

適
切
な
金
額
を
Ｓ
Ｔ
さ
ん
に
渡
し
払
っ
て
も

ら
う
（
１
．
指
示
が
具
体
的
だ
と
理
解
で
き
る
）
 

・
レ
シ
ー
ト
は
速
や
か
に
財
布
に
片
付
け
る
（
刺
激
統
制
）
 

・
レ
シ
ー
ト
を
破
い
て
し
ま
う
 

 

・
購
入
の
手
順
が
わ
か
ら
な
い
（
★
指
示

が
具
体
的
だ
と
で
き
る
）
 

１
．
相
手
か
ら
の
情
報
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
 

５
．
時
間
整
理
統
合
の
困
難
さ
 

・
お
金
？
出
す
の
？
紙
だ
！
破
こ

う
 

・
ジ
ュ
ー
ス
だ
け
も
っ
て
行
こ
う
と
す
る
 

・
好
き
な
（
見
え
た
）
も
の
だ
け
に
集
中

し
て
い
る
（
★
わ
か
れ
ば
で
き
る
）
 

４
．
転
導
性
・
衝
動
性
・
強
い
注
目
、

注
意
 

・
あ
、
ジ
ュ
ー
ス
だ
！
 

・
片
ひ
ざ
を
つ
い
た
り
ゴ
ミ
を
気
に
し
た

り
し
て
い
る
 

・
見
通
し
が
持
て
な
く
て
不
安
 

２
．
相
手
に
気
持
ち
…
３
．
感
覚
の
…

４
．
転
導
性
・
衝
動
性
・
強
い
注
目
、
 

・
ど
れ
を
見
た
ら
い
い
ん
だ
ろ
う
 

・
何
を
し
た
ら
い
い
ん
だ
ろ
う
 

④
食
べ
る
 

・
早
食
い
、
一
気
飲
み
を
し
て
い
る
 

ヘ
ル
パ
ー
に
止
め
ら
れ
加
速
し
た
 

・
あ
わ
て
て
い
る
 

１
．
相
手
か
ら
の
情
報
・
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
キ
ャ
ッ
チ
す
る
特
性
 

・
ジ
ュ
ー
ス
ま
だ
入
っ
て
い
る
よ
 

・
と
ら
な
い
で
！
 

・
ゆ
っ
く
り
食
べ
た
り
、
飲
ん
だ
り

す
る
こ
と
が
苦
手
 

・
落
ち
着
か
な
い
状
況
だ
と
細
か
な

ゴ
ミ
が
き
に
な
っ
て
仕
方
が
な
く
、

ゴ
ミ
拾
い
を
し
て
し
ま
う
 

・
手
洗
い
の
意
味
は
理
解
し
に
く
い
 

・
話
こ
と
ば
の
理
解
は
難
し
い
 

・
食
べ
る
こ
と
は
好
き
 

・
座
っ
て
一
連
の
流
れ
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
は
、
ヘ
ル
パ
ー
に

「
片
づ
け
ま
し
ょ
う
」

と
言
わ
れ
る
ま
で
座
っ

て
い
ら
れ
る
 

・
席
ま
で
移
動
し
た
ら
、
座
る
前
に
手
洗
い
の
カ
ー
ド
を
提

示
し
、
手
を
洗
い
に
行
く
。（

１
．
５
．
言
葉
よ
り
も
理
解

し
や
す
い
形
態
で
次
の
活
動
を
視
覚
的
に
提
示
す
る
）
 

・
ヘ
ル
パ
ー
は
食
べ
物
に
無
用
な
手
を
出
さ
ず
静
か
に
見
守

る
（
１
．
見
て
理
解
す
る
た
め
の
誤
解
を
避
け
る
）
 

・
卓
上
の
ゴ
ミ
な
ど
の
処
理
は
本
人
の
意
向
に
従
い
、
気
に

な
ら
な
い
よ
う
な
配
慮
を
心
が
け
る
（
４
．
刺
激
統
制
）
 

・
座
席
は
な
る
べ
く
静
か
で
落
ち
着
け
る
よ
う
な
場
所
を
選

び
、
予
約
な
ど
を
し
て
お
く
。（

３
．
４
．
刺
激
統
制
）
 

・
ヘ
ル
パ
ー
が
「
食
べ
る
前
に
手
を
洗
い

ま
し
ょ
う
」
と
言
っ
て
も
動
か
な
い
。

手
を
洗
っ
て
ま
た
床
を
さ
わ
る
 

・
ヘ
ル
パ
ー
の
言
葉
が
わ
か
ら
な
い
 

・
清
潔
に
し
て
か
ら
食
べ
る
手
順
を
理
解

し
て
い
な
い
 

１
．
相
手
か
ら
の
情
報
・
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
キ
ャ
ッ
チ
す
る
特
性
 

５
．
時
間
整
理
統
合
の
困
難
さ
 

・
食
べ
る
の
？
洗
う
の
？
何
な

の
？
 

・
ゴ
ミ
ば
か
り
注
目
し
て
い
る
 

 

・
落
ち
着
か
な
い
 

２
．
相
手
に
気
持
ち
…
３
．
感
覚
の
…

４
．
転
導
性
・
衝
動
性
…
７
．
変
化
の

対
応
 

・
気
に
な
る
な
ー
 

・
な
ん
だ
か
落
ち
着
か
な
い
な
 

・
ヘ
ル
パ
ー
が
指
示
す
る
ま
で
口
を
ふ
き

な
が
ら
待
っ
て
い
る
 

・
合
図
が
な
い
と
終
わ
れ
な
い
（
★
合
図

が
あ
る
ま
で
座
っ
て
い
ら
れ
る
）
 

５
．
時
間
整
理
統
合
の
困
難
さ
 

・
次
は
何
を
す
れ
ば
い
い
の
か

な
？
 

⑤
片

付
け

る
 

・
ゴ
ミ
箱
に
ゴ
ミ
を
入
れ
よ
う
と
し
て
い

る
（
自
分
で
捨
て
よ
う
と
し
て
い
る
）
 

★
捨
て
る
と
い
う
目
的
を
理
解
し
て
い
る
 

７
．
変
化
の
対
応
（
★
同
じ
は
得
意
）
 

１
０
．
長
期
記
憶
（
★
継
続
は
得
意
）
 

・
最
後
は
捨
て
る
ん
だ
ね
 

 

・
ゴ
ミ
の
分
別
が
理
解
で
き
な
い
 

 

・
や
る
こ
と
が
具
体
的
に

示
さ
れ
れ
ば
で
き
る
こ

と
も
あ
る
 

・
捨
て
る
と
い
う
こ
と
は

わ
か
っ
て
い
る
 

・
ま
ず
、
ト
レ
イ
を
置
い
て
か
ら
片
づ
け
る
こ
と
を
促
す

（
６
．
物
の
置
く
場
所
等
具
体
的
な
指
示
を
す
る
。
道
具

を
整
理
し
て
伝
え
る
）
 

・
本
人
が
持
っ
た
も
の
を
見
て
適
切
な
場
所
を
指
差
し
で
提

示
し
、
捨
て
て
も
ら
う
。（

１
．
言
葉
よ
り
視
覚
的
情
報
で

伝
え
る
）
 

・
本
人
が
し
た
こ
と
を
や
り
直
し
さ
せ
る
よ
う
な
指
示
で
は

な
く
で
き
る
だ
け
予
告
的
な
促
し
を
心
が
け
る
（
１
０
．

で
き
る
だ
け
成
功
体
験
で
伝
え
る
）
 

・
落
ち
着
い
て
行
動
し
て
い
る
 

 

★
理
解
し
て
行
動
し
て
い
る
 

１
．（

★
視
覚
に
強
い
）
７
．（

★
同
じ

は
得
意
）
１
０
．（

★
継
続
は
得
意
）
 

・
終
わ
っ
た
！
 

・
全
部
一
緒
に
入
れ
よ
う
と
し
て
い
る
 

 

・
分
別
が
わ
か
ら
な
い
 

１
．
相
手
か
ら
の
情
報
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
 

６
．
空
間
整
理
統
合
の
困
難
さ
 

・
え
？
何
？
ど
う
す
れ
ば
い
い

の
？
 

・
捨
て
る
場
所
が
示
さ
れ
る
と
行
動
で
き

る
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

★
指
示
が
具
体
的
だ
と
で
き
る
 

１
．
相
手
か
ら
の
情
報
・
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
キ
ャ
ッ
チ
す
る
特
性
（
★
視
覚
に
強

い
）
 

・
こ
こ
に
入
れ
れ
ば
い
い
ん
だ
ね
 

⑥
自

宅
へ

移
動
す
る
 

・
落
ち
着
い
て
歩
い
て
い
る
（
自
分
で
歩

い
て
い
る
）
 

★
帰
宅
す
る
と
理
解
し
て
い
る
 

７
．
変
化
の
対
応
（
★
同
じ
は
得
意
）
 

１
０
．
長
期
記
憶
（
★
継
続
は
得
意
）
 

・
食
べ
た
か
ら
帰
る
ん
だ
な
！
 

・
信
号
の
理
解
が
で
き
な
い
 

・
安
全
確
認
が
で
き
な
い
 

・
帰
り
と
い
う
よ
う
な
目

的
が
は
っ
き
り
し
て
い

れ
ば
落
ち
着
い
て
歩
く

こ
と
が
で
き
る
 

・
ケ
ア
ホ
ー
ム
の
カ
ー
ド
を
持
っ
て
も
ら
っ
て
帰
る
こ
と
を

知
ら
せ
る
（
１
．
５
．
９
．
こ
と
ば
よ
り
理
解
で
き
る
形
態

で
、
次
の
活
動
を
予
告
し
、
記
憶
の
維
持
を
助
け
る
）
 

・
ヘ
ル
パ
ー
が
車
道
側
を
歩
く
（
本
日
の
ス
テ
ッ
プ
）
 

・
車
通
り
が
激
し
く
て
も
マ
イ
ペ
ー
ス（

車

を
気
に
し
て
い
な
い
）
 

・
安
全
確
認
は
苦
手
 

４
．
転
導
性
・
衝
動
性
・
強
い
注
目
、

注
意
６
．
空
間
整
理
統
合
の
困
難
さ
 

・
う
ち
だ
！
う
ち
へ
帰
ろ
う
！
 

 

「
障
害
者
の
地
域
生
活
の
推
進
に
関
す
る
検
討
会
」
で
提
出
さ
れ
た
資
料
 

関
連
資
料
２
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①
ア
セ
ス
メ
ン
ト

②
支
援
の
計
画

③
支
援行
動
観
察
・
情
報
収
集

行
動
の
分
析
・
理
解

障
害
特
性
の
理
解

・
本
人
が
困
っ
て
い
る
こ
と

・
本
人
が
で
き
る
事
、
強
み

の
把
握

・
本
人
の
特
性

Ａ
．
本
人
の
困
難
を
軽
減
し
た
り
取
り
除
く

Ｂ
．
本
人
が
で
き
る
こ
と
、
強
み
を
活
用
す
る

※
支
援
計
画
は
場
面
ご
と
、
工
程
ご
と
に

丁
寧
に
作
る
必
要
が
あ
る
。

Ａ
，
Ｂ
を
組
み
合
わ
せ
た
具
体
的
な

ツ
ー
ル
の
作
成
や
構
造
化
、
環
境
調

整
な
ど
の
支
援
計
画
の
立
案

支
援
の
方
向
性
は
基
本
に
忠
実
に

具
体
策
や
ツ
ー
ル
は
個
別
化
す
る

行
動
障
害
が
あ
る
者
に
対
す
る
ア
セ
ス
メ
ン
ト
か
ら
支
援
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス

「
障
害
者
の
地
域
生
活
の
推
進
に
関
す
る
検
討
会
」
で
提
出
さ
れ
た
資
料
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